
遅延しない様、速やかに上記審査、特許出願等

の対応をします。発明の届け出を受け付けてか

ら特許出願までには、２ヶ月前後要します。や

むを得ず、発表した場合は、発表後４ヶ月以内

に学術研究・産学官連携本部へ届け出て下さい。

発表後１年以内に特許出願を行わなければ、日

本国内の特許を受ける権利を失いますので、十

分な注意が必要です。また発表後１年以内に

特許出願を行ったとしても特許を受ける権利を

失う国があります。日本以外で特許を受けたい

場合は特に注意が必要です。

＊管理・活用
　本学に帰属する知的財産権の管理・活用は、発明

等及び著作物については学術研究・産学官連携本部

において、成果有体物及び育成者権については有体

物管理センターにおいて行います。

＊ライセンス収入等の配分
・発明等、著作物

　本学に帰属する知的財産を学外へライセンス等す

ることにより本学が収入を得た場合は、当該収入か

ら、技術移転手数料としての25%及び諸経費を控除

した上で、50%を当該知的財産の創出者へ、50%を

本学へ配分します。当該創出者が複数いる場合は、

持分割合により按分します。

・成果有体物

　成果有体物を学外へ譲渡等することにより本学が

収入を得た場合は、必要経費（成果有体物作成費用

等）を控除してこれを負担した者に支出予算として

還元し、なお残りがある場合は、その80%を成果有

体物の代表創作・取得者の研究室へ、20%を有体物

管理センターへ各々支出予算として配分します。

 ★もっと詳しく知るには
・知的財産取扱規則

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/information/

rule/rulebook/pdf/228/1/2004kisoku093.pdf

・知的財産取扱規則実施細則

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/information/

rule/rulebook/pdf/229/1/2015saisoku001.pdf

・著作物取扱実施細則

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/information/

rule/rulebook/pdf/230/1/2015saisoku002.pdf

・成果有体物取扱規程

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/information/

rule/rulebook/pdf/231/1/2015kitei017.pdf

・成果有体物取扱規程実施細則

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/information/

rule/rulebook/pdf/232/1/2015saisoku003.pdf

・学術研究・産学官連携本部のホームページ

　http://airimaq.kyushu-u.ac.jp/

・有体物管理センターのホームページ

　http://mmc-u.jp/

・特許庁のホームページ（産業財産権について）

　http://www.jpo.go.jp/seido/s_gaiyou/chizai01.htm

・財団法人ソフトウェア情報センターのホーム

　ページ（回路配置利用権について）

　http://www.softic.or.jp/ic/

・品種登録のホームページ（育成者権について）

　http://www.hinsyu.maff.go.jp/

・文化庁のホームページ（著作権について）

　http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/

・知的財産戦略本部（政府）のホームページ

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/

 ◆問合せ先
○発明等、著作物について

　学術研究・産学官連携本部知的財産グループ

　TEL:092-832-2128

　E-mail:transfer@airimaq.kyushu-u.ac.jp

○成果有体物、育成者権について

　有体物管理センター

　TEL:092-802-4783

　　　内線:90-4783

　E-mail:mta@mmc.kyushu-u.ac.jp

○自治体等との連携
＊概要
　大学が持つ知的資源や活力と自治体等にある豊か

な自然、歴史、文化などの地域資源とを有機的に結

び付け、既存産業の高度化、新産業の創出、地域課

題の解決、教育研究活動の進展等、地域社会の振興

に寄与することを目的とした連携協定を締結し、

色々な事業に取り組んでいます。

　

【 連携協定を締結している自治体】

（平成30年12月現在）

　・宗像市（平成17年1月）

　・福岡市（平成17年11月）

　・前原市、志摩町、二丈町（平成18年6月）

※糸島市と再協定（平成22年5月）

　・唐津市（平成19年2月）

　・佐賀県（平成19年10月）

　・会津若松市（平成22年11月）

　・鹿島市（平成23年9月）

　・玄海町（平成26年9月）

 ◆問合せ先
・研究・産学官連携推進部産学官連携推進課

　Tel: 092-832-2123

e-mail: snsrjstucho@jimu.kyushu-u.ac.jp

e-mail: sosrenkei@jimu.kyushu-u.ac.jp

○西部地区五大学連携懇話会
＊概要
　福岡西部地区に位置する九州大学、西南学院大学、

中村学園大学、福岡大学及び福岡歯科大学の五大学

が、教育・研究・地域との交流等について、五大学

に関連した情報の共有、連絡、協議、調査、連携活

動等の意見交換等を行い、地域社会との連携及び五

大学の発展に寄与することを目的に、平成18年7月

に発足し、連携大学の職員を受け入れた職員研修や、

学生を受け入れた連携授業などを実施しています。

 ◆問合せ先
・学務部学務企画課企画調査係

　Tel: 092-802-5928

内線:90-5928

e-mail: gakikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp

○公開講座
＊実施概要
　九州大学は、社会に開かれた大学として、大学の

教育・研究成果を広く社会に還元・共有することを

使命の一つとして掲げています。大学のもつ専門的、

総合的な教育・研究成果を広く学習できる機会とし

て、小学生から一般まで幅広い層を対象に各部局の

協力により有料・無料の様々な公開講座を実施して

います。

 ◆問合せ先
・総務部地域連携課地域連携係

　Tel: 092-802-2432

内線:90-2432

e-mail: syrrenkei@jimu.kyushu-u.ac.jp

○共催等名義使用申請
＊概要
　「共催等名義使用」とは、本学以外の団体が行う公

益的な行事について、共催、後援、協賛及び協力に、

本学の名義（特定の部局等の名義は除く）を使用する

ことをいいます。

　手続きは、使用を開始する日の１月前までに、団

社会連携

社会連携

体から「九州大学の共催等名義使用に関する許可申

請書」を提出いただき、申請内容について確認・精

査等を行ったうえで、許可の可否を決定します。

　なお、当該行事終了後は、「九州大学の共催等名

義使用に関する実施報告書」を提出いただきます。

　【共催】

　本学又は本学内の組織（部局等）が地方公共団

体、各種団体、学会等（以下「地方公共団体等」と

いう。）とともに当該行事の企画・運営を行うも

の。

【後援】

　地方公共団体等の第三者が主催する行事で、本

学が機関として事業趣旨に賛同し、一定の関わり

社
会
連
携
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を持つもの。

　【協賛】

　地方公共団体等の第三者が主催する行事で、本

学が機関として事業趣旨に賛同することが適当で

あるもの。

【協力】

　協賛の基準に準ずる。

 ◆問合せ先
・総務部地域連携課地域連携係

　Tel: 092-802-2448

内線:90-2448

e-mail: syrrenkei@jimu.kyushu-u.ac.jp

同窓会・卒業生との連携

〇同窓会
＊九州大学同窓会連合会
　部局や部局を超えた同窓生の横断的な活動や組織

作りを支援し、同窓生相互の交流と親睦を深めると

ともに、九州大学と同窓生の情報交換や連携協力を

緊密にし、九州大学の発展と学術の振興に貢献する

ことを目的に平成11 年3 月に設立されました。

【部局同窓会】
　・文学部同窓会

　・教育学部同窓会

　・法学部同窓会

　・経済学部同窓会

　・理学部同窓会

　・医学部同窓会

　・歯学部同窓会

　・薬学部同窓会

　・工学部同窓会

　・芸術工学部・九州芸術工科大学同窓会

　・農学部同窓会

　・地球社会統合科学府同窓会

　・人間環境学府同窓会

　・数理学府同窓会

　・システム情報科学府同窓会

　・総合理工学府同窓会

　・医学部保健学科同窓会（連合会未加入）

【地域同窓会】
　・在仙九大会

　・筑波博朋会

　・東京同窓会

　・東海九大会

　・関西同窓会

　・宇部・山陽小野田九友会

　・愛媛同窓会

　・福岡同窓会

　・唐津地区同窓会

　・筑後地区九州大学同窓会

　・ありあけ九大会

　・大分同窓会

　・熊本同窓会

　・宮崎県在住九州大学同窓会

　・鹿児島同窓会

　・沖縄県九州大学同窓会

【その他 海外同窓会 等】
　・在韓国九州大學總同窓会

　・北京筥崎会

　・在中国九州大学同窓会

　・華人同窓会

　・台湾同窓会

　・学生寮同窓会

　・女子卒業生の会「松の実会」

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学同窓会連合会ウェブサイト

　https://doso-rengo.jimu.kyushu-u.ac.jp/

　

　九州大学と同窓会が連携協力して行う活動の中に

は、次のような就職支援・大学行事等があります。

学生の指導をはじめ教育・研究活動にお役立てくだ

さい。

○就職活動支援プロジェクト
　東京同窓会は九州大学と共催で、就活面談、就職

セミナー（年2回）及び東京オフィスでの就職相談

を行っています。

○ アカデミックフェスティバル
　九州大学の同窓生の皆様や在学生を招待し、交流

いただくため、第１回（平成18 年）はホームカミ

ングデーとしてスタートしたイベントでしたが、第 

11 回（平成 28 年）からは、福岡同窓会と共催で、

社会とともに発展する大学を目指し、九州大学に在

籍経験のある方はもちろん、高校生、地域の方々な

ど社会のみなさまも共に参加いただくアカデミック

フェスティバルとして毎年秋に開催しています。同

窓生、高校生、地域の皆様と交流を図り、九州大学
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を持つもの。

　【協賛】

　地方公共団体等の第三者が主催する行事で、本

学が機関として事業趣旨に賛同することが適当で

あるもの。

【協力】

　協賛の基準に準ずる。

 ◆問合せ先
・総務部地域連携課地域連携係

　Tel: 092-802-2448

内線:90-2448

e-mail: syrrenkei@jimu.kyushu-u.ac.jp

同窓会・卒業生との連携

社
会
連
携

のサポーターを増やす機会ですので、本イベントに

積極的に参加してください。

 ★もっと詳しく知るには
・ アカデミックフェスティバルウェブサイト

　https://kikin.kyushu-u.ac.jp/academic_festival/

○九州大学校友会ウェブサイト
　九州大学では、同窓生や教職員等が組織するグ

ループ（校友グループ）との連携強化のため、同窓

生や教職員等が組織するグループが「無料」で利用

できる校友グループページの提供を行っています。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学校友会ウェブサイト

　https://koyukai.kyushu-u.ac.jp/

○生涯メールアドレスサービス
　卒業生・在学生・（元）教職員・名誉教授・九大

会員を対象に、九州大学との連携強化や交流促進、

また愛校精神の醸成等を目的として、希望者に生涯

変わらないメールアドレス「＠ kyudai.jp」を発行

し、九州大学のタイムリーな情報を提供するメール

マガジンの配信（週1回程度）や、普段利用してい

るメールアドレスへの転送サービスを平成17 年度

から提供しています。生涯変わらない転送専用アド

レスを「無料」で利用できますので、是非下記ウェ

ブサイトより申請してください。

 ★もっと詳しく知るには
・生涯メールアドレスサービスウェブサイト

　https://kyudai.jp/ 

 ◆問合せ先
・総務部同窓生・基金課同窓生連携係

　TEL : 092-802-2157

　　　 内線 :90-2157

　E-mail: sykdoso@jimu.kyushu-u.ac.jp
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